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【手続補正書】
【提出日】令和1年12月4日(2019.12.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　工作機械エンジニアリングでは、たとえば、刃物送り台の位置を決定するために磁気リ
ニアスケールを使用することが知られている。位置は、相対的な測定または絶対的な測定
によって決定することができる。相対的な位置決定のために、交互する等幅のＮ極とＳ極
の反復ビットパターンが測定される。反復ビットパターンは識別可能ではないので、相対
的にのみ位置は識別可能であり、また、通過したビット数をカウントすることによって通
常位置を確認することができる。絶対的な位置決定のために、２番目のトラックによって
、トラック間の位相比によって、または、識別可能なビットパターンを使用することによ
ってのいずれかで、ビットパターンがインデクス付けされる。第１の場合では、２番目の
トラックが、個々のビットをインデクス付けし、個々のビットを識別可能にする。第２の
場合では、典型的に、１だけ異なるビットパターンが、２つのトラックにおいて使用され
る。第３の場合では、たとえば、個々のスケールインクリメントが異なる幅からなり、た
とえば、絶対的な開始点から大きさが増加する、識別可能なビットパターンが使用される
。しかしながら、強力な磁場の存在下では、恐らく２ビットおきに逆方向に磁化される。
その結果、ビットのすべてが同じ極性を有し、もはや位置が決定できなくなる。
　この出願の発明に関連する先行技術文献情報としては、以下のものがある（国際出願日
以降国際段階で引用された文献及び他国に国内移行した際に引用された文献を含む）。
（先行技術文献）
　（特許文献）
　　（特許文献１）　独国特許出願公開第１００３８２９６号明細書
　　（特許文献２）　米国特許第５，７２０，０１２号明細書
　　（特許文献３）　米国特許出願公開第２０１２／２２５２６４号明細書
　　（特許文献４）　米国特許出願公開第２０１４／０６３１００号明細書
　　（特許文献５）　英国特許出願公告第８７８０５６号明細書
　　（特許文献６）　独国特許出願公開第６０２００４０１３１５５号明細書
　　（特許文献７）　独国特許出願公開第６９８３８８３０号明細書
　　（特許文献８）　欧州特許出願公開第０５５７１４９号明細書
　　（特許文献９）　米国特許第４，０９４，８０４号明細書
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　　（特許文献１０）　米国特許出願公開第２００７／００６０８２０号明細書
　　（特許文献１１）　米国特許出願公開第２０１４／０３０６０９９号明細書
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